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Ａ： たいへんよい

Ｂ： よい

Ｃ： 一部検討を要する

項　目 Ｄ： 改善を要する

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）
保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を
踏まえた重点目標を設定しているか。

〇

（２）
目標は、各施設や地域の特色を活かしている
か。

〇

（３）
目標は、社会の要請や保護者の願いを反映し
ているか。

〇

（４）
目標は、前年度の反省を活かし、全職員で検
討し、かつ共通理解を図っているか。

〇

（１）
指導計画は乳幼児の実態に即して作成してい
るか。

〇

（２）
環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫
しているか。

〇

（３）素材・用具を適切に活用しているか。 〇

（４）
評価結果を基に、保育の改善に努めている
か。

〇

日時程 （１）
１日の流れ（デイリープログラム等）は現行で
よいか。

〇

（１）行事の種類や実施回数は適切か。 〇

（２）
行事のねらいを計画や実施に十分活かしてい
るか。

〇

（３）計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 〇

（４）保護者の願いや意見を取り入れているか。 〇

こども園における自己評価の結果

　◎　保育・教育の計画の編成と実施に関する評価

評　　　価

年齢による発達に即したプログラ
ムで教育・保育を進めている。
園児の興味関心を大切にしなが
ら、必要に応じて柔軟に対応して
いる。

項目 内　　　　　容 意見・改善策

保
育
・
教
育
目
標
に
つ
い
て

本年度から、幼保連携型認定こど
も園となり「幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領」「キリスト教
保育指針」に基づき、１歳児から５
歳児の幼児一人ひとりの発達段
階を踏まえた教育・保育を、連続
的・一体的に取り組んでいる。教
職員は、子どもの心に寄り添い一
人ひとりが愛されていると感じら
れるように教育・保育に携わって
いる。
　「幼児期の終わりまでに育って
ほしい１０の姿」についての理解
を深め、自己研鑽に務めている。
また、研修会にも積極的に参加し
ている。
保護者には、、入園説明会や園
だよりなどを通して園の方針・目
標を伝えている。

保
育
・
教
育
に
つ
い
て

全体的な計画、年間指導計画を
基本とし、毎月の反省考察を教職
員で共有している。問題提起など
をして取り組み翌月の指導計画
の立案にも活かしている。
子ども一人ひとりの育ちを見据え
て、子どもの実態に即したねらい
や内容が経験できるような環境構
成を考え保育に取り組んでいる。
また、季節が感じられる環境構成
を工夫して行っている。
保護者アンケートなどから今年度
の課題を検討し全職員が共通理
解をもって次年度に取り組んでい
きたい。

行
事
に
つ
い
て

年度当初に行事の担当を決め職
員会で話し合い計画を立ててい
る。今年度は、感染防止対策をし
ながらも工夫して取り組んだ。行
事が終わった後には、反省点や
課題を検討し次回に繋げるように
している。
保護者参加の行事は、役員会で
意見を聞くなどして縮小するところ
は、保護者に理解して頂き行っ
た。



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）能率的、合理的な運営組織になっているか。 〇

（２）職員の配置は適材・適所か。 〇

（３）係や仕事の分担・割り当ては適切か。 〇

（１）各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 〇

（２）
職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協
力や助言を惜しむことなく施設の運営に関
わっているか。

〇

（１）
年齢・クラス別目標は、保育目標や重点目標
に基づいて設定しているか。

〇

（２）
年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して
設定しているか。

〇

（３）
同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充
実を図っているか。

〇

（４）評価、資料（諸記録）を集積しているか。 〇

（１）
年齢別・クラス経営に活かされるような具体的
保健対策を講じているか。

〇

（２）
避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて
適切に実施しているか。

〇

（３）
健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成の
ため、家庭への啓発を行っているか。

〇

（１）
乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に
取り扱っているか。

〇

（２）
公文書収受、発送、処理を適切に行っている
か。

〇

（１）
施設内外・設備の安全点検を計画的に行って
いるか。

〇

（２）
遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保
管しているか。

〇

（３）
不審者等に対応する周到な配慮を行っている
か。

〇

（４）
掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活
用しているか。

〇

（１）
保護者会会計を適正かつ適切に処理している
か。

〇

 ◎　保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価
評　　　価

出納経理
保護者会監事に監査を受けて適正に
処理している。

項　目 内　　　　　容 意見・改善策

分
掌
・
体
制

シフト勤務のため、報告・相談・連絡
が滞らないように職員間の連携を密
にするように心掛けている。
日々の職員配置を全職員が、把握で
きるように所定の場所に掲示し必要
に応じて臨機応変に対応し保育を
行っている。
仕事の役割分担は、年度当初に職員
で話し合い決めている。

運
　
営

毎月、行事計画・保育振り返りを行っ
ている。会議内容は記録し、会に出
席している職員が、出席出来なかっ
た職員に周知している。
園内研修も定期的に行い職員が課
題に対して建設的意見が出せる雰囲
気に心掛けている。

年
齢
別
・
ク
ラ
ス
経
営

教育・保育の全体的な計画に基づ
き、各年齢やクラス別に指導計画・週
案の作成をしている。目標や援助を
設定し取り組んでいる。
同年齢及び異年齢児間において、常
に連携を取り合って教育・保育を行っ
ている。
月一回の保育振り返りから教育・保
育の内容の見直し、改善に努めてい
る。職員会議や園内研修で園児の育
ちを職員間で情報共有し教職員全体
で子どもの育ちを支えるようにしてい
る。

保
健
・
安
全
指
導

子どもたちの日々の健康管理は、園
と保護者が密に連絡をとり対応してい
る。
年間の避難訓練を計画し、それに基
づいて地震・火災を想定し月に一度
実施している。年二回消防署に通報
訓練、年一回消防署の方に来てもら
い訓練の指導をしていただいている。
保護者や園児に駐車場や横断歩道
の安全確認・通行の仕方等の指導を
している。今年度は、コロナ感染症対
策についても文書やメールでこまめ
に発信し、健康や安全についての啓
発を行っている。

情
報
に

つ
い
て

守秘義務とプライバシー保護を全職
員に周知している。個人情報が含ま
れる書類等の取り扱いについては、
十分な配慮をし鍵を掛けて保管して
いる。職員会議のミーティングで様々
な情報交換を行っているが、守秘義
務を守るようにしている。

施
設
・
設
備

業者による防災・エレベーター・害虫
駆除の点検を行っている。園庭の遊
具・各クラスの用具などは、毎日点検
している。年２回施設内外の安全点
検を行っている。
不審者対応として防犯カメラを設置し
ていてモニター画面を職員室で管理
している。玄関出入り口の自動ドア・
通用出入口も時間で開閉の管理をし
ている。
掲示板は、玄関ホールに設置して情
報発信ｊしている。学年ごとの連絡事
項などは、ホワイトボードを活用し掲
示している。

経
　
　
　
営
　
　
　
・
　
　
　
組
　
　
　
織



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）

他施設等の幼児児童生徒と触れ合う中で、
（乳）幼児が楽しく過ごし充実感を味わうことが
できるような配慮や援助・支援を行っている
か。

〇

（２）
参観や保育・授業等に参加するなどして、小
学校の教育を理解しているか。

〇

（３）
日常的に情報を交換し、それを交流活動に活
かしているか。

〇

（１）
参観時間を制限せず、保護者以外も対象にし
た参観日等を設定しているか。

〇

（２）
保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は
適切か。

〇

（３）
（乳）幼児の興味や関心に基づいて地域社会・
その他の施設と交流しているか。

〇

（４）
地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や
生活に触れているか。

〇

（１）
地域の子育てセンターとして、園庭や中庭、保
育室等を開放しているか。

〇

（２）
「子育てについて」など、保護者を対象とした
学習の機会を設定しているか。

〇

（３）
職員による育児に係る「子育て相談」は充実し
ているか。

〇

（４）
医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を
図り、保護者にとって必要な情報を提供してい
るか。

〇

（１）
こども園だより・ドキュメンテーション、ホーム
ページ等で施設の情報を発信しているか。

〇

（２）
行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会
や児童施設、小学校に対して周知している
か。

〇

（１）
第三者評価を導入し、施設運営に反映してい
るか。

〇

（２）
地域や保護者の意見を施設運営に反映して
いるか。

〇

開
か
れ
た
こ
ど
も
園
づ
く
り

評　　　価
項　目 内　　　　　容 意見・改善策

施
設
間
交
流
・
連
携

地域交流では、例年行っている保
育園・認定こども園・小学校・中学
校・高校・老人会などの交流が出来
なかった。他校の児童・生徒とのふ
れあいがなかったことは残念であっ
た。
就学に向けて、入学予定の小学校
と連絡を取り合い、円滑な移行がで
きるよう努めた。小学校の先生と情
報交換をし連携を図るようにした。

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携

参観時間を制限しない参観日は、
設定していない。保護者には、三密
を避けるために時間差にして参観
をしてもらった。保護者以外の人を
対象とした参観については安全対
策等の観点から課題があり、実践
できていない。
５歳児は、月２回児童館に絵画教
室に通っている。
今後、地域の行事や地域の文化に
積極的に参加できるように検討して
いきたい。

子
育
て
支
援
の
推
進

子育て支援事業（なかよしくらぶ）
で、園庭開放を毎週月曜日に予定
していたが、新型コロナウイルスの
影響で来園者が殆どなかった。
一時預かり事業では、地域の方に
利用してもらえた。
毎年、保護者研修会を実施して「子
育てについて」の研修を行っている
が今年度は、実施出来なかった。
園児の発達や個別の支援方法につ
いて市の保健師と専門機関の職員
による巡回訪問を年２回実施し、指
導を受けている。専門的な意見を
参考にしながら指導している。

情
報
の
発
信

園だより・学年だより・食育だよりは毎
月1回、保健だよりは、年２回発行して
いる。
ドキュメンテーションは、食育・連携・自
然に分けて保育の取り組みや子どもの
ようすを保護者にわかりやすく知らせる
ため掲示している。
感染症の発症状況を玄関掲示板・各保
育室前に掲示をしている。
マチコミメールでは、災害時・緊急時伝
達事項の情報発信に活用している。子
育て支援事業（なかよしくらぶ）の行事
予定は、市の広報誌に載せている。

外
部
評
価

第三者評価は導入していない。
年1回保護者アンケートを実施し保
護者の意見や要望が述べられるよ
うにしている。


